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帯津良一・槌田敦対談『気とエントロピー』……菅原浩

町好雄『気を科学する』・『気は脳の科学』……野村晴彦

湯浅泰雄著･訳『ユング超心理学書簡』……瀬戸明

【会員の広場】

私の瞑想体験……原久子

日米健康科学基金の設立と公募……東長人

ヨーロッパから人体科学会の皆様へ……マヤ･ミルシンスキー

｢Mind-Body	
 Science｣	
 No.9	
 	
 (1999.3.30発行)

【巻頭言】会長就任の挨拶……藤波襄二

【コラム】霊性とダイナミカル……帯津良一

【論文】不可視の身体……上野圭一

【学会等報告】

北京国際シンポジウム

日本臨床心理身体運動学会が設立される

心の病いと間柄

日本トランスパーソナル心理学／精神医学会の創立をめぐって

人体科学会第8回年次大会に出席して

第2回意識･新医療･新エネルギー国際シンポジウム

ジョセフソンとその周辺

日本代替･相補･伝統医療連合会議について

古代の気功を現代に復元

【会員投稿】中医学から診た自律神経失調症候群……劉文昭

【書評・ブックガイド】……定方昭夫

「人体科学会ニューズレター	
 No.8」　(1998.3.30発行)

≪特集　瞑想の人間学≫

新しい発展に向かって……湯浅泰雄

｢空の思想｣と｢無の思想｣の違いについて……本宮輝薫

【公開講演会／瞑想の人間学】

[講演]	
 瞑想の心理学……春木豊

[講演]	
 瞑想と精神医学……安藤治

[講演]	
 瞑想と哲学……湯浅泰雄

[討論]	
 人間にとって瞑想とは何か？……春木豊、安藤治、湯浅泰雄、定方昭夫

人体科学関連ニュース

井深大氏を偲ぶ……湯浅泰雄

本のコーナー･ブックガイド……定方昭夫

「人体科学会ニューズレター	
 No.7」　(1997.12.30発行)

≪特集　気をパフォーマンスする≫

【随筆】

気功と私……南博

｢寂｣の風景……伊藤真愚

｢クローン人間｣幻想……山折哲雄

【公開講演会　気をパフォーマンスする】

[講演]	
 身体論の現在……佐藤臣彦

[パフォーマンス]	
 気功……出口衆太郎、ヨーガ……番場裕之、神道……中川正光



[対談]	
 身体論の現在をめぐって……佐藤臣彦･湯浅泰雄

「人体科学会ニューズレター	
 No.6」　(1997.3.31発行)

≪特集　東洋医学≫

【エッセイ】

陰の流れは足元を隠す……坪井香譲

気を感じるまなざしの違い……石田秀実

【特集―東洋医学】

[解説]	
 東洋医学と心の深層……湯浅泰雄

【公開講演会　東洋医学の可能性を探る】

[講演]	
 精神疾患の東洋医学的捉え方……田中朱美

[講演]	
 漢方医学の伝統的解釈について……長沢元夫

[座談会]	
 東洋医学の可能性……賀徳廣、長沢元夫、田中朱美、定方昭夫

幻視が語りかけるもの　一つの実験より……奥平明観

日中漢方医学の歴史秘話……白石佳正

本のコーナー･ブックガイド……定方昭夫

「人体科学会ニューズレター	
 No.5」　(1996.10.26発行)

≪特集　超心理学と人体科学≫

【公開講演会　｢心と気｣への取り組み】

[講演]	
 気の科学……町好雄

【公開講演会　超心理学研究】

[解説]	
 人間科学と超心理学の問題……湯浅泰雄

[講演]	
 超心理学現象の特徴について……大谷宗司

[講演]	
 未知の情報系を探る……佐古曜一郎

[講演]	
 自然界における意識と実在―量子下の意識との遭遇―	
 ……瀬戸明

[特別寄稿]	
 科学者から見た心……治部眞里

本のコーナー･ブックガイド……定方昭夫

「人体科学会ニューズレター	
 No.4」　(1996.3.31発行)

≪特集　現代におけるいのち･やまい･いやし≫

【巻頭エッセー】人体科学との出会い……湯浅泰雄

人体科学会この一年のあゆみ

【公開講演会　現代におけるいのち･やまい･いやし】

[講演]	
 生と死をめぐる古代的叡智……永沢哲

[講演]	
 がん治療現場で考える生と死……帯津良一

[討論]	
 現代におけるいのち･やまい･いやし……湯浅泰雄、帯津良一、永沢哲

戦後50年のなかで迎えた人体科学会第5回大会……久保田圭伍

本のコーナー･ブックガイド……定方昭夫

「人体科学会ニューズレター	
 No.3」　(1994.12.20発行)

【公開講演会】

日本社会と身体観の変遷……養老孟司

身体と認識……村上陽一郎

身心全体の癒し：『身の形而上学』による考察……門脇佳吉

「人体科学会ニューズレター	
 No.2」　(1993.10.1発行)

【年次大会シンポジウム】



呼吸の生理学……本間生夫

息の思想……鎌田東二

身･息･心……寺山旦中

息による身と個々との統合―道の活きから観る―	
 ……門脇佳吉

【年次大会特別講演】

The	
 Nature	
 as	
 Teacher	
 and	
 Healer……	
 J.A.Swan

中国気功研究の現状……王極盛

「人体科学会ニューズレター	
 No.1」　(1992.10.1発行)

【公開講演会】

人体特殊感応機能　その誘発と普遍性……陳守良、賀慕厳

人体科学会のめざすもの……門脇佳吉

心理療法における気について……河合隼雄

小説と気……遠藤周作


